
先斗町通
無電柱化事業

先斗町まちづくり協議会

京都市長

　京都でも有数の文化 ・ 遊興の地として発展し， 品格と

賑わいを併せ持つ先斗町。すれ違う人の肩と肩が触れ合う

ほどの道幅と沿道の伝統的な建物が独特の風情を醸し

出し，国内外の多くの方々を魅了してきました。

　そんな先斗町通の無電柱化事業は， かつて「不可能」と

さえ言われていました。それは， 極端なまでの道の狭さと，

地下に縦横無尽に埋設された水道管や下水道管，ガス管

を避けるという難題ゆえでした。

　しかし，地上機器の設置場所の工夫や電力桝の小型化，

電線共同溝埋設の省スペース化…。無電柱化における

「先斗町方式」ともいうべき新たな手法を取り入れ， 先斗町

まちづくり協議会はじめ地域の皆様， 事業者の方々と一体

となって挑戦。この度，完成に至りました。

　本事業は，全国におけるモデルケースとして，貴重な成功

例になったと確信しております。事業開始から７年。多大な

御理解と御協力を賜りました全ての関係者の皆様に，

心から感謝を申し上げます。

　空が大きく開け， 生まれ変わったこの先斗町通で， 多くの

皆様が楽しい時を過ごされることを願っています。

事業完成に当たって

先斗町まちづくり協議会

会　長 諸井  誠

　この度， 京都市 ・ 関西電力送配電株式会社 ・ 西日本

電信電話株式会社など皆々様の御尽力によりまして，

先斗町通での無電柱化が完成いたしましたこと， 厚く御礼

申し上げます。

　先斗町まちづくり協議会では， ２００９年からまちの様子に

ふさわしくない様々なものの是正， 修正， 撤去， 改善をまち

づくりの中心的な課題として取組を進めてまいりました。

　町並み景観の維持保全 ・ 再生ということばで申しており

ますが，それはすぐになせるものではなく，一つひとつ，京都市

関係各課とも協働し， まちの者の考え方や思いを聞き，

先斗町らしい様子というものはなんであるのか， 今まちに

生きる者たちが，自分のまちと向き合う活動でありました。

　取組を進め， まちが本来のまちらしさを見せ始めたころに，

狭い通りの上空では電線類がひときわ目立つ存在となり

ました。このような狭い通りでの無電柱化というのは世界的に

も前例がなく，無電柱化は不可能であろうと諦めておりました

が， いくつもの新方式を採用していただき実現することと

なりました。この事例は， 先斗町というまちの町並み景観維持

保全， そして再生にとどまることなく， 世界的に無電柱化を

大きく後押しするものであると考えております。今後， 日本の

様々な地域でも当方式を発展させた無電柱化による町並み

景観の保全がなされていくことを願っております。

先斗町通の無電柱化実現に寄せて

副会長 金田 祐一
楠  　大毅
神戸  啓
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事 業 区 間 ： 京都市中京区石屋町～柏屋町

道 路 延 長 ： Ｌ＝４９０ｍ

道 路 幅 員 ： Ｗ＝１.６ ～ ４.４ｍ

事 業 年 度 ： 平成２７年度～令和３年度

地上機器数 ： ３１基

撤去した電柱 ： １７本

事業概要

　本事業は， 電柱や電線類を取り除くことで， 先斗町通

が持つ魅力的な町並みを保全再生し， 地域の更なる

活性化を図るとともに， 都市防災機能の向上， 安全で

快適な歩行空間の確保を目的としています。
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　　　鴨川をどり

先斗町歌舞練場で開催される『鴨川をどり』は， 五花街“をどり”公演の中でも
最も多くの上演回数を誇ります。
その歴史は古く， 明治５年（１８７２年）に創演されたのが始まりで， 普段なかなか
目にすることができない芸妓， 舞妓達の華やかな演技や踊りを体験することが
できます。その魅力は国内のみにとどまらず，海外にも広く知られています。

との両会が発展的併合したもので， 先斗町歌舞会の代表的行事の

一つです。

平成２７年から開催されている先斗町 軒下花展

「このまちに、花」 。先斗町通の軒先に２００個

余りの小さないけ花が並べられます。

並べられるいけ花は，展示前のワークショップで

参加者がいけたお花です。

鴨川の清流にちなみ名付けられた

「水明会」 は昭和５年３月１５日に

第１回目の公演が開催されました。

それ以前，技芸研究会として催され

ていた「長唄千代栄会」と「土曜会」

先斗町の行事

古くから祇園会の時期には， 神輿洗いが

行われた鴨川の四条河原に多くの人々

が集まり，賑わいを見せていました。

豊臣秀吉の時代になると， 三条から五条

河原の辺りに見世物小屋や物売りが

出現し， 富裕な商人が見物席を設けたり，

茶店が出来るなど更に賑わいを見せる

ようになりました。これが納涼床の始まりと

言われています。江戸時代に入ると近隣

　　　　先斗町 軒下花展 「このまちに、 花」

に花街が形成され， 歓楽街となり， 一時は４００軒以上の床が出されていたと

言われています。当時の床は砂洲に床几を並べたり， 浅瀬に張出し式の床几

を置いたりしたもので， 「河原の涼み」と呼ばれていました。その後， 江戸中期より

幾度となく行われた鴨川の改修によって， 現在の高床式の床になりましたが，

「鴨川の涼み」 としての文化風習が継承され， 今でも多くの人々で賑わいを見せ

ています。
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　　 ～　　　鴨川納涼床
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道路面

「先斗町方式」

無電柱化する
うえでの課題

無電柱化における 「先斗町方式」

先斗町通の特徴

地下に埋設するスペースが少なく，
ガス，水道，下水道の管と輻輳

小型ボックスの活用，桝サイズの縮小

限られた場所に多くの
地上機器※が必要

※ 電気を安全に供給するための設備

景観に調和した整備が必要

民有地の活用，電力桝サイズの縮小，景観に配慮した美装化

先斗町方式

幅 120cm

 高さ
90cm  奥行

50cm

幅 220cm

  深さ
150cm   奥行

120cm

電力桝

地上機器

    深さ
50~60cm

    幅 150~180cm
  奥行
120cm

 奥行
50cm

幅 120cm

  高さ
110cm

地面 地面
地上機器

電力桝

標 準 先斗町方式

電力

電力
ガス

水道 下水

通信

通信

小型ボックス
メンテナンス用
        スペース

　

道路の地下に埋設される小型ボックスや
電線管は，既存のガス ・水道 ・下水の
地下配管を避けて，曲がりながら設置されて
いきます。
施工前に地上で配置実験を行い，安全な
状態で電線を通すことができるかを確認し
ています。

地上機器の地下部に設ける電力桝
のサイズが大きく，工事の掘削に
伴う影響や設置後の土地利活用に
与える影響が大きい。

電力桝をコンパクト化し，地上機器
設置に御協力いただく方の負担
( 影響 ) を低減

地上機器の仕様や電力桝
のコンパクト化について，
メンテナンスに支障がない
か検討 ・ 確認を行ってい
ます。

地上機器美装化の検討

狭小な道路 電力の需要密度が
市内で一番高い 歴史と伝統のある花街

水道

道路面

電力 通信

下水ガス
( 干渉する。)

50cm( 現行基準 )

これまでの
     方式

両側に配置する小型ボックス内に
集約することで，メンテナンス用
スペースが確保でき，他のライフ
ラインとの共存が図れる。

解決策 解決策

電線類の地中化により他のライフ
ライン ( ガス・水道・下水道 ) の
メンテナンスができなくなるため
実施不可

無電柱化工事

先斗町通での工事は深夜
から早朝にかけて行われ，
午前から歩行者が多くなる
ため迅速な通行確保が必要
となります。また，道幅の狭さ
から工事機械の進入ができ
ず，ほとんどの作業を人力に
より行います。
資材の運搬性確保や仮埋戻し
など様々な工夫で施工してい
ます。

電柱の撤去も人力作業です。
足場材で櫓を組み上げ，吊下げが
できる大きさに切断して下ろしていき
ます。
先斗町通は道幅が狭く木造建築
が密集する地域であるため，防火
に配慮して火花が出ない手動工具
を用いて電柱を切断しました。

電力桝や通信桝など，大きな設備を設置
するときは，試験掘削を行い，既存の地下
埋設管の位置を確認，埋設管移設や桝  
形状の変更などを検討したうえで施工します。
また，運搬性を確保するため，小割形状で
搬入し，現場で接着します。

先斗町通には，先斗町お茶屋営業
組合が所有する照明灯が設置されて
おり，先斗町の提灯をイメージした
デザインで，灯具の底に先斗町の
象徴である千鳥のマークが施されて
います。
この照明灯に加えて新設する道路
照明灯は，既設のものを踏襲した
デザインとし，通り全体で統一感を
持たせています。光の色合いや照度
にも検討を重ねた電球色の照明灯
は，夜の先斗町を美しく照らします。

電力桝･通信桝 仮埋戻し材 電柱の撤去

使用した仮埋戻し材

深夜から掘削を開始し，仮埋戻し
までを人力により日々繰り返すこと
となるため，工事がなかなか進ま
ないという課題がありました。
そこで，樹脂製の仮埋戻し材を
使用し，埋戻しや仮復旧，再掘削
に掛かる時間の短縮を図りました。
埋戻し材の使用量削減や締固め
時の騒音が軽減できるメリットも
あります。

施工上の工夫

地上機器を設置させていただいた場所

先斗町歌舞練場

先斗町 たばこや

先斗町 井雪

無電柱化に不可欠な地上機器。
道路幅員が極めて狭い先斗町通
では，道路内での設置が困難で，
設置場所の確保が最大の課題
でした。

先斗町通の無電柱化は，民有
敷地内での地上機器 ・電力桝
設置に対する御協力なしでは実現
することができませんでした。

設置した地上機器には，美装化
を施し，先斗町の景観に調和する
デザインに仕上げています。

地上機器

※ 番号は左の地図に対応しています。
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道路照明灯

舗装
舗装の仕様については，先斗町まち
づくり協議会をはじめ，京都景観
フォーラム等のメンバーによる７回に
及ぶ舗装検討会議や試験舗装を
実施し，地元関係者や学識経験者
の意見，地域の方々へのアンケート
結果を基に，花街としての先斗町通
の街並みに調和したデザインとしま
した。

先斗町の入口
通りの端部を先斗町の象徴である
千鳥柄の金属製ブロックを散りばめた
石材舗装としました。
先斗町通の入口を
華やかに演出して
います。

地域の方々に長年愛されてきた
従来の「長方形半ずらし四半張り」
の石材配置を踏襲し，約半数の
石材を再利用しました。
舗装面はショットブラストで削ることで
表面を粗くして滑りにくさを確保する
とともに，舗装材料に入っている石材
を露出させることでデザイン性を向上
させています。

先斗町歌舞練場前
他の箇所との差異化や景観性を
考慮し，石畳風アスファルト舗装と
しました。
先斗町歌舞練場へのアプローチ
としてふさわしい品格を持ってい
ます。

先斗町通本線

先斗町公園前
グレー系脱色アスファルトを採用。
本線と同じくショットブラストを施し，
滑りにくさを向上させるとともに，
石材風の外観を持たせています。
石の舗装が施された公園との一体
感を形成しています。


